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リチウムイオン電池・ニッケル水素電池の回収状況
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リチウムイオン電池の発生量予測と今後の検討の方向
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フェーズ０

2015年頃までほとんど
発生はない。

（補助金条件等が理由※）

個社回収スキーム対応中

2015年～2020年頃は
年々数百台規模で増加。

2020年頃から発生
量が急激に増加。

フェーズ１ フェーズ２

2010年 2011年

東日本大震災
によるものが主

ハイブリッド自動車を中心に使用されているNi水素電池は、既に各社の
回収スキームで対応中

電気自動車を中心として使用されているリチウムイオン電池については、現在、
個社回収スキームで対応中。

今後は、2015年以降、徐々に発生し2020年以降、増加が見込まれるため、
フェーズ１までに回収スキームの検証を行う。

56

※補助金制度活用購入者 廃車期間制限例
自家用軽自動車4年、自家用普通・小型自動車6年以内に廃棄する場合は、
補助金を 返還する規定があるため、大破、天災以外の事由で廃車になりにくい。

◆

◆

◆
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2012年度使用済電池の発生状況

◆リチウムイオン電池：２２個

注）・各社合計値（使用済車からの発生）
トヨタ自動車㈱、日産自動車㈱、本田技研工業㈱、三菱自動車工業㈱

スズキ㈱、マツダ㈱、いすゞ自動車㈱、三菱ふそうトラック・バス㈱

・前年に比べ震災関係車両の減少により発生量も減少

◆ニッケル水素電池：3,820個

注）各社合計値（使用済車からの発生）
トヨタ自動車㈱、本田技研工業㈱、日野自動車工業㈱、ダイハツ工業㈱
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リチウムイオン電池回収スキームの各社対応状況

トヨタ自動車㈱ 日産自動車㈱ 三菱自動車工業㈱

（１）個社スキームで回収・リサイクルを継続中
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⑤バッテリーパック
引渡し

費用

スズキ リチウムイオン
バッテリーパック
引取依頼票

②引取依頼票
ＦＡＸ

④引取日
の連絡

⑦バッテリー
代金振り込み

リチウムイオンバッテリーパック 連絡

③引取依頼 ⑥引渡し

スズキ電池引取受付センタ－

ＴＥＬ ０１２０－０２２０５０ （フリーダイヤル）
ＦＡＸ （０５３）４４０－２４５７

フリーダイヤル受付時間 ： ９：００～１１：３０ １３：３０～１７：００
（土日祝日等除く）

解体事業者
（バッテリーパック取外し・保管）

スズキが契約している運搬業者
（バッテリーパックを梱包し、引取り）

①引取依頼
フリーダイヤル

（２）2012年度新規回収スキーム（スズキの例 ① ）
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（２）2012年度新規回収スキーム（スズキの例 ② ）
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１） 各施設の現地調査・ヒヤリング等から、技術別に候補施設を選定

（７社・８施設, 処理技術別）

使用済リチウムイオン電池の再資源化施設検討状況

②

③④

⑤

⑥⑦

⑧

①

候補施設ロケーション

⑨

分類 特徴 候補施設

電炉 ・放電、分解の前処理が不要 ⑦ Ａ社

製錬 ・高度な資源回収が可能
・放電、分解の前処理が必要
・LIB大量処理の設備負荷耐性は検証が必要

①⑤ Ｂ社
② Ｃ社
⑥ Ｄ社

焼却 ・放電の前処理が不要
・炉投入口ｻｲｽﾞにより分解の前処理が必要
・LIB大量処理の設備負荷耐性は検証が必要

③ Ｅ社
④ Ｆ社
⑧ Ｇ社

ｾﾒﾝﾄ ・ｾﾒﾝﾄｷﾙﾝ廃熱を用いた焙焼処理により高度な資源
回収が可能

・放電可否については検証中 分解の前処理が必要
・廃熱利用の焙焼設備の新設が必要

⑨ Ｈ社

２） 従来の候補施設にｾﾒﾝﾄ焼成技術の活用を加え、今後使用済み電池発生

状況を踏まえ、再資源化実証試験を計画。併せて各社毎に電池ﾘﾕｰｽ等

についても技術開発中。
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使用済リチウムイオン電池に関する検証項目とスケジュール

フェーズ１（2020年までを想定）までは各種検討期間

フェーズ０ フェーズ１ フェーズ２

再資源化処理

試験品の提供

処理検証

コスト見積り

課題・制約条件への対応

大量処理

運搬

正常品運搬の検討

事故品、異常品運搬の検討

管理法人業務

業務内容検討

要否の検討

2015年 2020年



①
引
取
依
頼

②
回
収
依
頼

③回収 ③回収

③輸送

補給部品輸送会社

住友金属鉱山㈱
⑥ 電池原料化

解体事業者（廃車） 販売店（交換電池）

豊通リサイクル㈱ 部品共販店集 約

（愛知陸運））

（住友金属鉱山）

トヨタHV引取受付センター
（環境部内 24h ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ受付）

豊田ｹﾐｶﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ㈱
⑤ 還元処理・選別

回収量；約１２千個／年

触媒回収便
混載

補給部品の
帰り便活用

（還元炉）

※ﾌﾟﾗｲﾑｱｰｽEVｴﾅｼﾞｰ

（選別機）

（PEVE）

補給部品の
帰り便活用

豊通グループ
に設置・委託

ＰＥＶＥ※／トヨタ
⑦ 電池生産→車両生産

電池原料化
共同研究

ニッケル水素電池の回収スキーム（トヨタの例 ）
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使用済みニッケル水素電池の再資源化（トヨタの例 ① ）

10



使用済みニッケル水素電池の再資源化（トヨタの例 ② ）
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使用済みニッケル水素電池の再資源化（ホンダの例）

使用済みIMAバッテリーから

レアアースを取り出し、バッテリー材料へ再利用

バッテリー to バッテリー リサイクル

協力企業：日本重化学工業㈱
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平成25年版環境･循環型社会･生物多様性白書（抜粋 ① ）
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平成25年版環境･循環型社会･生物多様性白書（抜粋 ② ）


